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地域密着型金融の推進に関する取組み状況について 

 

  ちばぎんグループでは、持続可能な地域社会実現のため、本業をつうじた金融仲介機能の発揮等に加

え、誠実かつ公正な企業活動や環境問題など、地域社会を取り巻く様々な課題解決に向けたＣＳＲ活動

に取り組んでおります。 

地域密着型金融の推進は、ＣＳＲ活動における「本業」及び「地域貢献活動」につながる重要な活動

であり、平成２６年度上期においても引き続き、東日本大震災からの復興に向けた支援のほか、お客さ

まのライフステージに応じたコンサルティング機能の発揮や地域活性化に向けた支援に取り組みまし

た。 

 
 
（１）東東日日本本大大震震災災及及びびそそのの他他のの災災害害かかららのの復復興興・・復復旧旧支支援援へへのの取取組組みみ 

 東日本大震災における被災企業等の二重債務問題解決、事業再生支援に継続して取り組むととも

に、その他の災害からの復旧を支援するため、被災者向け融資制度を活用し、円滑な資金供給を迅

速に行いました。 

＜平成２６年度上期の主な取組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）おお客客ささままののラライイフフスステテーージジにに応応じじたたココンンササルルテティィンンググ機機能能のの発発揮揮 

①〔創業、新規事業支援〕 

創業及び新規事業にかかる資金ニーズへの対応や成長分野関連事業への各種支援を行いました。 

②〔事業拡大支援〕 

     成長段階にある企業の更なる飛躍に向け、様々な支援を行いました。 

③〔経営改善、事業再生支援〕 

       外部機関等も活用しながらコンサルティング機能を発揮し、引き続きお客さまの実情に応じた再

生支援活動を実施しました。 

④〔事業譲渡、事業承継支援〕 

債務整理等に向けた適切な助言や事業譲渡、事業承継支援を行いました。 

■ 債権買取ファンドを活用した被災企業の再生支援 

・千葉産業復興機構（注）の活用実績：1 件 

・東日本大震災事業者再生支援機構の活用実績：12 件 

（注）千葉県内被災企業等の事業再建に大きな障害となる「二重債務問題」を解消することを目的に、中小企業

基盤整備機構、千葉県、地元金融機関等との協調出資により設立。平成 27 年 3 月末をもって債権買取を

終了。 

■ 制度融資を活用した被災者支援への取組み 

  ・東日本大震災復興緊急保証の活用実績：24 件／618 百万円 

  ・東日本大震災被害復旧融資制度の活用実績：8 件／154 百万円 

  ・災害復旧支援融資制度（平成 25 年台風 26 号災害）の活用実績：1 件／5 百万円 



  

＜平成２６年度上期の主な取組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①〔創業、新規事業支援の主な取組み〕 

■ 公益財団法人「ひまわりベンチャー育成基金」による助成金の交付 （5 件/15 百万円） 

■ ちばぎんキャピタル株式会社によるベンチャー企業向け投資の取組み （1件/50 百万円） 

■ 各種補助金制度申請のサポート 

・「創業補助金」申請のサポート （78 件） 

  ・「ものづくり補助金」申請のサポート（112 件） 

   経営革新等支援機関として、新規創業や新たなものづくり・サービスへの挑戦等に取り組む個

人や中小企業に対し、その費用の一部を国が補助する各種補助金制度の申請をサポートしま

した。 

■ 「ものづくり補助金個別相談会」の開催 （参加企業 20 社） 

ものづくり補助金の申請に精通した専門家による、申請書作成へのアドバイスを実施しました。

■ 千葉市産業振興財団主催の「ベンチャー・カップＣＨＩＢＡ（注）」への協賛 
（注）新規性・独創性に富んだビジネスプランの事業化を志す起業家を表彰する制度 

■ 農業法人化支援および異業種による農業参入支援 （5 件） 

②〔事業拡大支援の主な取組み〕 

■ 商談会開催 （5 回、うち個別企業商談会 3 回） 

【主な取組み】 

・「Japanese Food Trade Fair in Singapore 2014」 

 シンガポールに駐在員事務所を設置している地方銀行 7 行（当行、伊予銀行、常陽銀行、百五

銀行、百十四銀行、広島銀行、北陸銀行）が合同で主催する日本食材の商談会を開催しました。

・「第 3 回ちばぎんビジネスマッチング商談会 in ウランバートル」 

   日本の高度な技術や安心安全な食品を求めるニーズが高まる中、モンゴルへの進出や販路拡大

を希望する取引先を支援するため、地元ハーン銀行協力のもと 3 回目の商談会を開催しまし

た。 

■ セミナー開催（3 回） 

【主な取組み】 

・医療機関向けセミナー（2 回） 

「平成 26 年度診療報酬改定後の医療機関運営」をテーマにセミナーを開催し、42 名の参加

者に対し、有力医療コンサルティング会社を講師に専門的なアドバイスを行いました。 

  ・第 4回商品力向上セミナー 

   主に地方銀行フードセレクションの出展者の方々を対象に、現役の百貨店衛生管理マネージャ

ーが食品の安心安全、消費者視点にたった商品作り、震災以降の消費動向を詳しく解説するセ

ミナーを開催しました。  

■ 顧客企業の環境への取組みを支援する融資の促進 

・太陽光発電事業支援融資制度「ちばぎんエコ・パワー(注)」（融資実績：61 件/2,373 百万円）

   （注）平成 24 年 9月、再生可能エネルギー発電事業へ参入する事業者を金融面で支援するため、国の「再生

可能エネルギーの固定価格買取制度」に対応した発電事業者向けに創設した融資制度。 

・太陽光発電事業支援融資（融資実績：46 件/8,889 百万円（注）） 

（注）融資制度「ちばぎんエコ・パワー」を除く 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ Ｍ＆Ａスキームの活用による事業拡大支援（成約：3 件） 

■ 企業統治を目的とした組織再編に係る助言業務（成約：1件） 

複数のグループ会社を運営している事業者より、グループ会社の合併に関する助言業務を受託

し、グループ内における組織再編に関するアドバイスを実施しました。 

■ 「地域再生・活性化ネットワーク」による連携 

広域展開をしている事業者の様々な経営課題やビジネスニーズに対応するため、他地域の地方銀

行 8 行と連携。共同でのセミナー開催やビジネスマッチング等で幅広く協働しました。 

■ ＴＳＵＢＡＳＡ（翼）プロジェクト参加行によるマッチング連携 

システム共同化を検討する「ＴＳＵＢＡＳＡ（翼）プロジェクト」参加行のネットワークを活用

し、地元の物産品等の販路拡大を目的として、各行が保有する生産者やバイヤー等の情報を共有

化するなどの連携を行いました。 

■ ちば農林漁業 6 次産業化ファンドを活用した 6 次産業化支援 

  「ちば農林漁業 6 次産業化投資事業有限責任組合」（注）を活用し 2 件/85 百万円の出資を実行し

ました。 

  （注）農林漁業の成長産業化と地域経済の活性化に貢献することを目的に、県内に本店を置く 11 金融機関が共同

で設立したファンド。 

■ 担保や個人保証に過度に依存しない多様な資金調達手段の提供 

  ・シンジケートローン(当行アレンジ分)：8 件/10,535 百万円 

・私募債：50 件/4,410 百万円 

  ・ＡＢＬ：53 件/2,953 百万円（うち保証協会保証付き 10 件/315 百万円） 

  ・債権流動化：買取額合計 30,103 百万円 

  ・「ちばぎん知財活用融資(注)」：1 件/10 百万円 

（注）株式会社三菱総合研究所の「企業特許レポート」をもとに事業者が保有する特許を評価し、与信判断材

料の一つとして活用する融資制度（平成 26 年 5月創設）。 

■ 外国銀行との業務提携による金融面のサポートを通じた取引先企業のアジアビジネス支援強化

【当行のアジアネットワーク】（下線箇所は平成 26 年上期の新規開設・提携先） 

 当行アジア拠点：香港支店、上海駐在員事務所、シンガポール駐在員事務所、 

バンコク駐在員事務所 

 外国銀行との提携：タイ「バンコック銀行」、中国「交通銀行」、英国「スタンダードチャータ

ード銀行」、インドネシア「ＣＩＭＢニアガ銀行」、インド「インドステイ

ト銀行」、フィリピン「メトロポリタン銀行」、香港「東亜銀行」、 

台湾「中國信託ホールディング」、ベトナム「ベトナム投資開発銀行」、 

マレーシア「ＣＩＭＢグループ（ＣＩＭＢ銀行、ＣＩＭＢ投資銀行）」 

■ 他業態企業との業務提携効果を発揮した取引先企業のアジアビジネス支援 

【他業態企業との提携】 

 日本通運株式会社、損害保険ジャパン日本興亜株式会社（旧：日本興亜損害保険株式会社）、 

 セコム株式会社、綜合警備保障株式会社、興銀リース株式会社 

【自治体等との提携】 

独立行政法人日本貿易保険、千葉県、千葉市、香港貿易発展局 



  

 

③〔経営改善、事業再生支援の主な取組み〕 

■ 主要な計数 

     項目名   

26 年度上期 
(ご参考) 

25 年度上期

正常先を除く期初債務者数  Ａ 14,456 先 14,471 先

 うち経営改善支援取組先数  α 519 先 511 先

  うち期末に債務者区分がランクアップした先数 β 33 先 12 先

  うち再生計画を作成した先数 γ 464 先 458 先

経営改善支援取組率    α／Ａ 3.5％  3.5％

ランクアップ率    β／α 6.3％  2.3％

再生計画策定率     γ／α 89.4％  89.6％

■ 外部機関との連携による経営改善支援 

・中小企業再生支援協議会、千葉県産業復興相談センターへの相談実施：33 件 

・経営改善計画策定支援事業における認定支援機関との連携：16 件 

■ 新たな再生手法の活用による事業再生支援 

・「千葉中小企業再生ファンド」の活用実績：1先 

・ＤＤＳの実施：2 先/862 百万円 

■ 「千葉県中小企業支援ネットワーク(注)」への参画 

・ネットワーク会議への参加：1 回 

・経営サポート会議の活用：15 件 

（注）平成 24 年 11 月、中小企業に対する経営改善・事業再生・業種転換等の支援の実効性を高めるため、県内

地域金融機関、千葉県税理士協会、千葉県中小企業診断士協会等の諸団体を構成員（事務局：千葉県信用

保証協会）として創設された機関。関係団体が情報共有を行う「ネットワーク会議」と、関係金融機関や

保証協会等が経営改善計画、資金繰り、返済方法の見直し等にかかる意見交換を行う「経営サポート会議」

が開催されています。 

■ 日本公認会計士協会との「金融機関と認定経営革新等支援機関である会員との連携推進制度の利

用に係る覚書」の締結 

お客様のニーズに応じて、認定経営革新等支援機関である公認会計士をご紹介するための制度を

利用することができるようになりました。 

■ 国土交通省との「建設企業のための経営戦略アドバイザリー事業(注)」に関するパートナー協定

の継続 

当行は事業パートナーとして、本事業により支援を受けるべき顧客企業の推薦や事業目標の達成

に向けた継続的な支援を国土交通省と連携して行っています。 

（注）国土交通省が平成 23 年度より実施している建設業を対象とした経営支援事業。 

■ 「千葉県中小企業支援プラットフォーム(注)」への参画 

  中小企業が抱える経営課題の解決に向け、本プラットフォームが有する専門家派遣機能等を活用

した支援を行っています。 

（注）千葉県内の中小企業支援を行う機関の連携体。千葉県産業振興センターを代表機関とし、金融機関、商工

会議所等で構成される。 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

（３）地地域域のの面面的的再再生生へへのの参参画画 

自治体や地元大学と連携した諸活動の推進により地域活性化に貢献するとともに、公共施設等の

建て替えニーズへの対応や区画整理・再開発事業に計画段階から関与するなど、地域の面的再生に

積極的に参画しております。 

＜平成２６年度上期の主な取組み＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 千葉県信用保証協会との提携保証制度「レント(注)」を活用した個人不動産賃貸業向け支援 

（融資実績：9 件/489 百万円） 

（注）平成 24 年 10 月、千葉県内の賃貸用不動産供給にかかる潜在的な資金需要に対し、個人の不動産賃貸事業

者の資金調達手段を広げ、円滑な資金供給を図ることを目的に、千葉県信用保証協会との提携により創設

した保証制度。 

■ 千葉大学､千葉工業大学と連携した「ちばぎん･研究開発助成制度(注)」による助成金交付 

（5 件/5 百万円） 

（注）中小企業の新たな技術・商品開発ニーズと地元大学の研究結果をマッチングすることで中小企業の成長を

サポートし、地域の産業及び経済の発展に寄与することを目的に創設した助成制度。 

■ 千葉県内自治体に対するＰＦＩ事業の情報提供及び県内外のＰＦＩ事業の資金ニーズへの対応

（融資実績：5 件/3,474 百万円） 

■ 「第 2 回検見川ビーチフェスタ」における「ちばぎんマルシェ」の開催 

千葉市主催の「第 2 回検見川ビーチフェスタ」において、主要イベントの 1 つである「ちばぎん

マルシェ」を開催しました。当行の取引先 26 社が出展し、千葉県産の特産品直売や千葉の食材

を使用した料理の実演販売などをつうじ一般顧客へ自社製品を周知しました。 

■ 地域情報の行内マッチングに基づく地権者向け不動産有効利用提案及び資金ニーズへの対応 

・マッチング件数：149 件   

・土地有効利用関連融資実行額：15,079 百万円 

④〔事業譲渡、事業承継支援の主な取組み〕 

■ 相続関連業務の受託による資産承継・事業承継支援 

・遺言作成サポートサービス（経営承継サポートサービス含む）：71件  

・遺言信託：83件 

・遺産整理業務：26件 

■ 後継者不足等の課題解決策としてのＭ＆Ａスキームの活用による事業譲渡支援（成約：2 件）



  

（４）そそのの他他 

    上記に加え、以下の活動も実施いたしました。 

＜平成２６年度上期の主な取組み＞ 

 
■ 公益信託「ちばぎんハートフル福祉基金」による第 5 回助成金交付（11 件/6 百万円） 

■ ご高齢やお体の不自由なお客さまへの応対向上に向けた取組み 

・「車いす」の全店設置（国内 171 か店に設置完了） 

・「サービス介助士 2 級」の取得促進（新規取得者：15 名、取得者累計：397 名） 

・「認知症サポーター養成講座」の開催（新規認定者：697 名、認定者累計：1,484 名） 

■ 目利き力の向上や経営改善に係るサポート力の向上に向けた取組み 

・中小企業診断士を養成するための外部講座への行員派遣（13 名） 

・審査部門行内トレーニーの実施（審査部 8名、企業サポート部 1名） 

・事業再生支援のスキル習得及び向上を目的とした研修の実施（受講者：36 名） 

■ 「就職セミナー2014 合同企業説明会 in 幕張」への協力 

参加企業 94 社（うち当行募集 50 社）がブースを構え、来場学生 369 名に対して活発な企業Ｐ

Ｒを行いました。 

■ 「ひまわりニーズＮＡＶＩ（ＷＥＢ版）(注)」による会員企業向け情報サービスの提供 

（会員数：5,696先、アクセス件数：169,216件、会員情報掲載先：755件、企業情報登録先：653件、

ニーズ登録件数：673件、マッチング交渉件数：281件、マッチング成立件数：134件） 

（注）ちばぎん総合研究所の会員を対象とした無料のビジネスマッチングサービス 
   会員数、会員情報掲載先、企業情報登録先、ニーズ登録件数は 26 年 9月末現在の実績 

アクセス件数、マッチング交渉件数、マッチング成立件数は 24 年 4 月からの累計 

■ 「ちばぎん省エネ・ＥＣＯセミナー」の開催（2 回） 

「省エネ」をつうじたコスト削減手法や、「太陽光発電事業」の事業リスクの説明など、地域の

中小企業者のみなさまに対して幅広く情報を提供しました。 

■ 株式会社日本政策金融公庫との「業務協力・連携に関する覚書」の締結 

創業・成長企業支援、企業再生支援、農業事業者支援等における機能強化の観点から、株式会

社日本政策金融公庫の千葉県内 4支店と「業務連携・協力に関する覚書」を締結しました。 

■ 「販売先与信管理セミナー」の開催（2 回） 

お客さまの与信管理の高度化を支援するため、与信管理のポイントや倒産動向等の情報を提供

するセミナーを実施しました。 

■ 県内自治体の高齢者等見守りネットワーク事業（注）への協力 

金融機関を協力事業者の対象としてネットワーク事業を展開している県内全自治体（10 市町）

と協定を締結しています。 

（注）地域に密着している事業者が通常の事業活動の中で高齢者等の異変に気付いた場合、自治体へ連絡し、

連絡を受けた自治体が状況確認を行い、適切な支援に繋げる連携事業。 


